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清流荒川を守るため 

     沿川の市町村・県・国が参加して 

水質事故実技訓練を実施 

           鍬江沢川合流点にて！！ 

 

 
１．訓練の目的       油の流出等、水質事故時における対応を行うための実技訓練を実施し、緊急時    
                         の水質事故処理能力の向上、適切な対応に資することを目的にするとともに、水   

点等の視察を行うものです。                          質調査地                           
２．実 施 日 時   平成２０年１０月２９日（水） １０：００～１１：４５ 

（但し、現実に水質事故が発生した場合、当日、災害等が発生した場合は、その 
時点で訓練は中止又は延期。）  

３．実 施 場 所   新潟県村上市貝附地先（荒川左支川 鍬江沢川 貝附橋 付近） 
                             (添付：平成２０年度水質事故実技訓練位置図 参照) 

４．主 催      荒川水系水質保全連絡協議会 
【参加・構 成 機 関】 羽越河川国道事務所、飯豊山系砂防事務所 
                        関東経済産業局、東北経済産業局 
                        新潟県村上地域振興局地域整備部、新潟県新発田地域振興局地域整備部 
           新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部、村上警察署、胎内警察署 
                        山形県置賜総合支庁建設部、山形県置賜総合支庁保健福祉環境部、小国警察署 
                        村上市、関川村、胎内市、小国町 
           村上市消防本部、新発田地域広域事務組合消防本部 
                      西置賜行政組合消防本部 

５．訓 練 内 容      水質事故実技訓練 
              オイルフェンスの設置訓練 
             吸着マットによる油回収訓練                    
              
６．参 加 総 数   ３０名 程度 
 

      問い合わせ先 
 
  国土交通省 北陸地方整備局 
  羽越河川国道事務所 
  工務第一課長 石室 保典 
  Tel０２５４－６２－３２１１（代表) 

   同時発表記者クラブ 
 
 新潟県政記者クラブ、新県政記者クラブ、毎日新聞(新 
 発田通信部)、新潟日報(村上支局)、村上新聞社、いわ 
 ふね新聞社、山形県政記者クラブ、米沢記者倶楽部、 
 建設新報社、東北建設工業新聞社、山形新聞社長井支社、

 建設新聞社、山形テレビ置賜支社、米沢新聞社、河北 
 新報山形総局、読売新聞米沢支局 
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